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【
豊
科
高
校
】　

篆て
ん
こ
く刻
～
自
分
の
印
を
刻ほ

る
～

作
品
や
年
賀
状
な
ど
に
も
押
す
自
分

の
印
「
篆
刻
」
を
作
り
ま
す
。
好
き
な

語
句
を
刻
る
こ
と
で
篆
刻
の
世
界
を
知

り
ま
す
。

日
10
月
6
日
～
27
日　

毎
週
土
曜
日

　

午
前
9
時
～
正
午
【
全
4
回
】

場
豊
科
高
校
書
道
教
室

対
全
4
回
す
べ
て
受
講
で
き
る
人

講
永
井
隆
雄
さ
ん
（
豊
科
高
校
教
諭
） 

費
５
０
０
円
（
材
料
費
）

定
15
人
（
先
着
順
。
申
込
者
が
5
人
以

下
の
場
合
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

持
筆
記
用
具
（
鉛
筆
は
必
ず
持
参
）、

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
上
履
き

申
10
月
5
日
（
金
）
ま
で
に
豊
科
高
校

書
道
研
究
室
へ
電
話
で
（

88
・
９

１
４
０
）

【
穂
高
商
業
高
校
】　

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
で
つ
く
る
年
賀
状
（
入
門
）

日
▽
第
1
回 

11
月
15
日
（
木
）

▽
第
2
回 

12
月
４
日
（
火
）

い
ず
れ
も
午
後
6
時
～
7
時
30
分　

※
１
回
完
結
講
座
。
ど
ち
ら
も
同
じ

内
容
で
す
。

本
格
！
キ
ム
チ
作
り
に
挑
戦
！

栽
培
か
ら
収
穫
ま
で
、
自
分
で
育
て

た
白
菜
で
キ
ム
チ
を
作
り
ま
す
。

日
▽
第
１
回　

10
月
5
日
（
金
）
午
前

9
時
～
正
午
（
天
候
に
よ
り
変
更
。

2
回
目
以
降
は
参
加
者
に
連
絡
）

▽
11
月
下
旬
～　

キ
ム
チ
作
り

場
堀
金
下
堀
田
甫
集
会
所
ほ
場
、
堀
金

公
民
館
調
理
実
習
棟

対
市
内
在
住
者

講
白
菜
栽
培
：
公
民
館
職
員

キ
ム
チ
作
り
：
上
松
林
銀
さ
ん
（
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
ソ
ウ
ル
）

費
１
回
２
０
０
円
（
調
理
材
料
等
は
別

途
負
担
）

定
20
人
（
抽
選
）

申
9
月
25
日
（
火
）
か
ら
28
日
（
金
）

に
堀
金
公
民
館
に
電
話
で

雨
引
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と
自
然
観
察
会

松
川
村
・
大
町
市
境
に
そ
び
え
る
紅

葉
の
始
ま
っ
た
雨
引
山
に
自
然
観
察
を

し
な
が
ら
登
り
ま
す
。

日
10
月
5
日
（
金
）

午
前
7
時
20
分
～
午
後
3
時
30
分

※
予
備
日
：
10
月
11
日
（
木
）

場
穂
高
商
業
高
校
南
校
舎
２
階 

第
１

パ
ソ
コ
ン
室

対
自
宅
に
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
い
る
人

講
田
中
和
洋
さ
ん
、
酒
井
慎
也
さ
ん　

（
穂
高
商
業
高
校
教
諭
）

費
無
料　

定
10
人
（
抽
選
）

持
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

の
写
真
（
無
く
て
も
可
）

申
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・

希
望
受
講
日
を
明
記
の
上
、
第
１
回

は
10
月
１
日
（
月
）
～
31
日
（
水
）、

第
2
回
は
11
月
１
日
（
木
）
～
20
日

（
火
）
に
穂
高
商
業
高
校
に
ハ
ガ
キ

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
。

提
〒
３
９
９
・
８
３
０
３　

安
曇
野
市

穂
高
６
８
３
９　

穂
高
商
業
高
等
学

校　

学
校
開
放
講
座
担
当
宛
て
（

 
81
・
１
０
６
６
）

安
曇
野
の
歴
史
や
伝
統
、
文
化
な
ど

を
知
る
た
め
の
新
し
い
講
座
で
す
。
本

年
度
の
テ
ー
マ
は
「
水
と
山
」。
身
近

な
も
の
を
、
い
つ
も
と
角
度
を
変
え
て

見
つ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

場
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
き
ぼ
う
」

多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

費
無
料
（
入
場
料
が
か
か
る
施
設
を
訪

問
す
る
場
合
は
自
己
負
担
）

場
穂
高
会
館
駐
車
場
（
集
合
・
解
散
）

内
登
山
に
約
3
時
間
、
下
山
に
約
2
時

間
30
分
。
途
中
、
注
意
箇
所
あ
り
。

対
体
力
に
や
や
自
信
の
あ
る
市
内
在

住
・
在
勤
者

費
２
０
０
円
（
受
講
料
）

定
25
人
（
抽
選
。
昨
年
、
参
加
で
き
な

か
っ
た
人
を
優
先
）

申
9
月
26
日
（
水
）・
27
日
（
木
）
に

穂
高
公
民
館
へ
電
話
で

オ
ー
タ
ム
・
ロ
ッ
ク
・
コ
ン
サ
ー
ト

オ
ー
ル
デ
ィ
ー
ズ
・
バ
ン
ド
「
シ
ル

バ
ー
・
バ
ッ
ク
ス
」
が
ツ
イ
ス
ト
・
デ

ィ
ス
コ
や
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
な
ど
を
生
演

奏
。
ロ
ッ
ク
系
ダ
ン
ス
ラ
イ
ブ
で
す
。

日
10
月
13
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

3
時
30
分
（
開
場 

午
後
１
時
～
）

場
穂
高
会
館
講
堂　

費
無
料　

申
不
要

火
口
作
り
と
火
打
石
体
験

火
打
石
で
火
を
お
こ
す
体
験
を
し
ま

す
。
昔
の
人
々
の
暮
ら
し
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

日
10
月
13
日
（
土
）

午
前
9
時
30
分
～
正
午

場
鐘
の
鳴
る
丘
集
会
所

対
小
学
生
（
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
）

講
矢
口
健た
け
ひ
こ

陽
児
さ
ん

定
70
人
（
抽
選
。
全
5
回
通
し
て
の
受

講
を
基
本
と
し
ま
す
）

申
任
意
の
様
式
に
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
10

月
2
日
（
火
）
ま
で
に
生
涯
学
習
課

（
3
階
5
番
窓
口
）
へ
直
接
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
。

費
３
０
０
円
（
材
料
代
等
）

定
30
人
（
先
着
順
）

申
9
月
26
日（
水
）か
ら
10
月
11
日（
木
）

に
博
物
館
へ
電
話
で
。
申
込
後
、
要

項
を
送
付
し
ま
す
。

休
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）、

祝
日
の
翌
日

水
越
武
写
真
展
「
森
林
列
島
」

第
18
回
土
門
拳
賞
を
受
賞
し
た
作
品

を
中
心
に
、
日
本
各
地
の
美
し
い
自
然

の
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

日
9
月
19
日
（
水
）
～
12
月
16
日
（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時

場
記
念
館
地
階
展
示
室

休
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）、

祝
日
の
翌
日
（
11
月
4
日
、
24
日
は

開
館
）

水
越
武
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

作
品
や
田
淵
行
男
と
の
思
い
出
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

日
10
日
6
日
（
土
）
午
後
2
時
～
3
時

場
記
念
館
地
階
展
示
室

費
無
料
（
別
途
入
館
料
）

定
40
人
（
先
着
順
）

申
9
月
24
日
（
月
）
か
ら
記
念
館
に
電

話
で

美術館・博物館の無料開放第 23 回安曇野市小中学校合同吹奏楽祭

市の芸術・歴史に触れる機会として、次の美術館・
博物館を期間中、無料開放します。
日 10 月 6 日（土）～ 8 日（月）
対象施設　豊科近代美術館、田淵行男記念館、安曇野

髙橋節郎記念美術館、穂高陶芸会館、豊科郷土博物
館、穂高郷土資料館、貞享義民記念館、臼井吉見文
学館、飯沼飛行士記念館

対どなたでも
問文化課文化振興係　471・2463　671・2338

小中学生の元気いっぱいの演奏をお楽しみください。
日 10 月 6 日（土）【2 部制】

①午前 9 時 30 分～　②午後１時 30 分～
場穂高会館アリーナ　対どなたでも　費無料
内出演　市内小中学校の金管バンド・吹奏楽部
　ゲスト出演　東京芸術大学音楽学部（金管五重奏）

駐車場の混雑が予想されます。乗り合わせや公共交
通機関の利用にご協力ください。

問文化課文化振興係　471・2463　671・2338中川手村の地図

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化   

そ
の
78

豊
科
郷
土
博
物
館

72
・
５
６
７
２ 

72
・
７
７
７
２

明
治
初
期
の
中
川
手
村
の
絵
図

豊
科
郷
土
博
物
館
で
は
10
月
28
日
（
日
）

ま
で
企
画
展
「
明
治
１
５
０
年
記
念 

絵
地

図
で
見
る
安
曇
野
市
の
明
治
維
新
」
を
開
催

し
ま
す
。
展
示
さ
れ
る
絵
地
図
は
、
明
治
の

初
め
に
で
き
あ
が
っ
た
新
し
い
村
が
、
そ
の

姿
を
県
や
国
に
報
告
し
た
も
の
で
す
。

ポ
ス
タ
ー
を
飾
っ
た
中
川
手
村
の
地
図
を

見
る
と
、
川
手
道
が
太
く
描
か
れ
、
道
沿
い

に
人
家
が
な
ら
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
給
然
寺
や
法
音
寺
、
雲
龍
寺
な
ど
の

寺
院
は
現
在
の
位
置
に
書
か
れ
て
い
ま
す

が
、
犀
宮
社
は
現
在
と
違
っ
て
東
を
向
い
て

川
手
道
か
ら
参
拝
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
明
治
時
代
の
終
わ
り
に
鉄
道
が
開
通

し
、
国
道
も
通
る
と
参
拝
す
る
道
も
大
き
く

変
わ
る
な
ど
、
今
と
昔
の
違
い
を
発
見
で
き

ま
す
。

堀
金
公
民
館

72
・
５
７
９
６ 

72
・
４
９
０
０

穂
高
公
民
館

82
・
５
９
７
０ 

82
・
３
９
９
０

豊
科
郷
土
博
物
館

72
・
５
６
７
２ 

72
・
７
７
７
２

田
淵
行
男
記
念
館

72
・
９
９
６
４ 

88
・
２
０
１
０

学
校
開
放
講
座

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当

71
・
２
４
６
６ 

71
・
２
３
３
８

安
曇
野
ア
カ
デ
ミ
ー
受
講
者
募
集

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当

71
・
２
４
６
６ 
71
・
２
３
３
８

mshogaigakushu@
city.azumino.nagano.jp

生
涯
学
習

公
民
館

文
化
施
設

回数 期日 時間 タイトル 内容 講師

第1回 10月11日（木）

午後7時
～8時30分

昔人が語る水辺の
暮らし

水辺を中心とした伝説から安曇野
人の水をめぐる暮らしの変化を探
ります。

民俗学博士　
倉石あつ子さん

第2回 10月18日（木） 安曇野にみる農業
用水獲得の知恵

水の郷安曇野の田畑を潤してきた
堰の歴史を学びます。

教育委員会文化課
逸見大悟主査

第3回 10月25日（木） 山を楽しむー戦前
の山岳観光ー

暮らしのなか毎日眺める山々。その
観光の歴史をたどります。

豊科郷土博物館長
原　明芳さん

第4回 11月 1日（木） 安曇の山と人の関
係史

山岳信仰、資源活用など、人々がど
う山に関わってきたかを学びます。

長野県文化財保護
協会常務理事　
髙原正文さん

第5回 11月 8日（木）
11月11日（日）

午後1時
～4時

フィールドワーク
（現地学習）

講座で取り上げた中から数カ所、
現地や施設を巡ります。

教育委員会文化課
逸見大悟主査

●開催概要

※第５回はどちらか１日を選択。参加希望日は講座開始後に受講者へ確認します。


